
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

報道関係者 各位 

 

STOP！熱中症 クールワークキャンペーンを展開中 

～平成 30 年の熱中症は大幅増加～ 

  
 

石川労働局（局長 松竹泰男）では、石川県内の職場における熱中症による労働災害発

生状況を取りまとめました（別添資料１）。 

 熱中症による労働災害は、毎年、建設業、製造業を中心として、７月から８月にかけ

て多発する傾向にあります。 

 平成 30 年の発生状況は、猛暑の影響もあり全業種で 123 人（労災給付データ）と前年

の 90 人から大幅に増加し、５年連続の増加となっています。 

 令和元年においては、熱中症による災害ゼロを目指し、各事業場における熱中症予防

対策の徹底を目的とする「STOP！熱中症 クールワークキャンペーン」を５月から９月

まで（準備期間：４月）を期間として展開しており、特に７月を熱中症予防強化月間（重

点取組期間）とし、WBGT 値（暑さ指数）の把握とそれに対する対策の実施の徹底、休憩

設備の整備、作業時間の短縮等を実施するよう指導しています。 

 新潟気象台発表の発表によりますと、北陸地方の令和元年の夏季（６月～８月）の気

温は、平年並みと予想されておりますが、熱中症の発症要因には、気温だけでなく、湿

度等の作業環境のほか、作業方法、労働者の健康状態等もありますので、職場における

熱中症のリスクは依然として高いものであります。 

石川労働局では、関係事業者団体への要請を行うとともに、あらゆる機会をとらえて

パンフレット（別添資料２）等により、熱中症を防止するための適切な対策を講ずるよ

う周知徹底を図ってまいります。 

 

＊WBGT値とは 

  気温に加え、湿度、風速、輻射（放射）熱を考慮した暑熱環境によるストレスの評価を行う暑さの

指数。 
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i石川県内の職場における熱中症の発生状況

i１．職場における熱中症による死傷者数の推移（平成21～30年）

（１）全国の死傷者数の推移

（２）石川県内における死傷者数の推移

i３．石川労働局第13次労働災害防止計画における熱中症予防対策の現状
（計画期間：2018年度～2022年度（５年間））

石川労働局労働基準部健康安全課

令和元年５月

i
２．石川県の職場における熱中症の発生状況

（１）業種別発生状況

（２）典型的な災害事例

（１）第13次労働災害防止計画における熱中症予防対策の数値目標

（２）第12次労働災害防止計画期間の状況と平成30年の状況の比較

参考資料：平成30年７月及び８月の各日の最高気温と熱中症の死傷者数



i１．職場における熱中症による死傷者数の推移（平成21～30年）

i（１）全国における死傷者数の推移
過去10年間（平成21～30年）の職場での熱中症による死亡者及び休業４日以上の業務

上疾病者の数（以下合わせて「死傷者数」という。）をみますと、平成22年に 656人と

最多であり、その後も400～500人台で推移してきましたが、平成30年における死傷者数

は、 1,178名、死亡者数は28名となっており、平成29年と比較して、死傷者数、死亡者

数いずれも２倍以上に増加しています。
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i（２）石川県における死傷者数の推移
過去10年間（平成21～30年）に死亡災害が２件の熱中症により死亡災害が発生してい

ます。平成30年には、死亡災害こそ発生しておりませんが、死傷数者数が20名となって

おり、平成29年と比較して、死傷者数が４倍に増加しています。
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i２．石川県の職場における熱中症の発生状況（平成21～30年）

i（１）業種別発生状況
過去10年間（平成21～30年）において、死亡者を含めた休業４日以上の死傷者数は52名

であり、そのうち、屋外作業者は28名（53.8％）、屋内作業者は24名（46.2％）であり

ます。また、業種別の熱中症による死傷数をみますと、建設業が最も多く、次いで製造業

で多く発生しており、全体の約５割以上をこれらの業種で発生しております。

一方、平成30年には、建設業、製造業の占める割合が６割以上を占めておりますが、近

年では、運送業、警備業、商業、清掃・と畜業などさまざまな業種においても発生してお

り、熱中症のリスクはあらゆる業種にあります。

i（２）典型的な災害事例
平成21年～30年の10年間における熱中症による休業４日以上の死傷者数は52名であり、

そのうち、死亡者は2名で、死亡災害事例及び特徴的な熱中症による災害事例を紹介いた

します。
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発生年月 時間帯 年齢 業種
休業
日数

発生状況

1
平成22年
７月

14:00 50代 商業（小売業） 19日
ビニールハウス上の店内（エアコン故障中）で
販売業務中に、吐き気、めまい、手足のしびれ
などの症状が出た。

2
平成24年
８月

17:00 60代
清掃・と畜業
（ビルメンテナ
ンス業）

死亡

鉄筋コンクリート造９階建てビル内の５階トイ
レで定期清掃に従事していた被災者が、トイレ
内で倒れているところを同僚が発見、病院へ搬
送されたが死亡した。

3
平成26年
７月

14:00 50代 金属製品製造業 ６日
金属加工用機械を用いて、作業中、体調不良を
訴え病院で受診した。（水分補給を行っていた
が、朝食と昼食を摂っていなかった。）

4
平成27年
８月

7:00 50代 道路貨物運送業
３週
間

荷卸し後、取引先の構内でエンジンを切り、待
機中に体調が急に悪化しトイレに行ったが、意
識が朦朧となり、倒れているところを同僚が発
見し、救急車で病院へ搬送された。

5
平成28年
８月

12:00 40代 建設業 死亡

舗装工事において、アスファルトを同僚１名と
共に切断する作業を行い、正午前に作業が終了
し、後片付けをしていたところ、気分が悪くな
り倒れこんだ。病院へ搬送されたが死亡した。

6
平成29年
５月

11:00 50代 建設業 ６日

建設解体工事現場において、エアコンをつけて
いない車中で業者と電話で打ち合わせをしてい
たところ、手足のしびれを感じたため、自ら病
院に受診した。

7
平成30年
７月

15:30 30代
電気機械器具製

造業
６日

倉庫内で、パソコンを用いて、立ちながら伝票
発行作業を行っていた際、倉庫内が高温であっ
たため、熱中症を発症した。

【表１】

【災害発生状況から見る熱中症予防対策】
◎ WBGT値（暑さ指数）測定器（ JIS規格に適合したもの）により作業場所の作業環境を把

握し、作業環境管理として、WBGT値（暑さ指数）の低減対策を講じること。また、作業管

理として、作業時間の短縮、水分及び塩分の摂取頻度、服装等の管理を行うこと。

◎ 熱への順化の有無が熱中症の発生リスクに大きく影響することから、７日以上かけて熱

へのばく露時間を次第に長くすること。なお、夏季休暇等のため、熱へのばく露が中断す

ると４日後には順化の顕著な喪失が始まるので休暇明け等には熱への順化期間を設けるこ

と。

◎ 作業場所の近隣に適切な休憩設備を設け、作業員等が容易に水分、塩分の補給ができる

よう環境整備を行うこと。

◎ 熱中症予防対策を職場全体で推進するため、各級管理者に熱中症の予防方法を教育する

とともに、労働者に対しても朝食の未摂取・睡眠不足等が熱中症の発症に影響を与えるお

それがあることについて教育を行うこと。

（注）熱中症予防対策については、令和元年「STOP！熱中症 クールワークキャンペーン」

実施要綱を確認してください。

（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000116133.html）

３

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000116133.html


i３．石川労働局第13次労働災害防止計画における熱中症予防対策の状況
（計画期間：2018年度～2022年度（５年間））

i（１）第13次労働災害防止計画における熱中症予防対策の数値目標
石川労働局においては、第13次労働災害防止計画（以下「13次防」という。）期間中

に「職場での熱中症による労働災害（休業４日未満を含む）の死傷者数について、第12

次労働災害防止計画（以下「12次防」という。）期間中（2012年から2017年まで）と比

較して、13次防期間中の合計値を５％以上減少させる。」という数値目標を設定してお

ります。

（注）計画期間中の対象となる被災者数については、労働者災害補償保険法に基づく休

業補償給付（休業４日以上の死傷者が対象）、療養補償給付を受けた労働者です。

（２）第12次労働災害防止計画期間中と平成30年の状況の比較）

①年別発生状況

平成30年は、夏季の猛暑もあって、熱中症による死傷者数が平成29年の90人から123人

に増加しております。

12次防期間中の死傷者数296人 → 13次防期間中の死傷者数281人以下に！
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i ②月別発症状況
熱中症は、７月、８月に集中しております。特に、平成30年の７月は猛暑の影響もあ

って死傷者数が71人でした。なお、７月に向けて、熱への順化を行っていくことが重要

になります。

４



i ③気温による発生状況
12次防期間において、真夏日（最高温度が30℃以上35℃未満）及び猛暑日（最高温度

が35℃以上）における熱中症の死傷者は、全死傷者の84.8％でありましたが、平成30年

は77.2％になっています。
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i ④年齢別発症状況
50歳以上の高年齢労働者が被災する割合は、12次防期間及び平成30年においても全死

傷者の32％を占めています。また、若年層（10歳代・20歳代）が被災する割合は12次防

期間が全死傷者の26％で、平成30年は28％であります。

なお、12次防期間中及び平成30年のいずれにおいても年代による発生状況に大きな差

がないものであります。（熱中症のリスクはどの年代にもあります！）
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【表２】
20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 100

40 1

39

38

37 1 3 2

36 5 2 5

35 5 26 8 2 1

34 9 10 13 3 14 3 4

33 1 3 10 16 13 20 4 2

32 2 4 4 8 5 8

31 1 3 7 2 3 1

30 2 1 1 2 2 6 8 3 4 3

29 1 1 2 1 3 1 1 3 2

28 1 1

27 1 1 1 1 1 1

26 1

25 1

24 1

23 2 1

22 1

21

【表３】
20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 100

40

39

38 1

37 1 1

36 1 2 1

35 2 1

34 3 3 1

33 1 7 4 1

32 1 1 3 1 11 3 1

31 2 7 16 4

30 1 1 1 3 1 5 3

29 1 2 5 3

28 1 1 2 2 2

27 1 1 1 1 2

26

25 1

24

23 1

22 1

21

⑤ＷＢＧＴ値（暑さ指数）から見た発生状況　

　12次防期間中には、WBGT値の区分における「危険」領域での死傷者が151人でありました
が、平成30年には９件となっております。また、12次防期間中は、気温32～35℃・湿度50～
70％の領域に死傷者が集中しておりましたが、平成30年は気温29～33℃・湿度55～70％の領
域に集中しております。
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危  険 151

厳重警戒 114

警  戒 17

【12次防期間中の発症状況】

注  意 14

合　計 296

* 気温は被災当日の最高気温、相対湿度は、発症した時刻に最も近い観測値（金沢気象台発表）　

* 気温は被災当日の最高気温、相対湿度は、発症した時刻に最も近い観測値（金沢気象台発表）　
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【平成30年の発症状況】
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20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 100 　

40 29 30 31 32 33 34 35 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44

39 28 29 30 31 32 33 34 35 35 36 37 38 39 40 41 42 43

38 28 28 29 30 31 32 33 34 35 35 36 37 38 39 40 41 42  

37 27 28 29 29 30 31 32 33 34 35 35 36 37 38 39 40 41

36 26 27 28 29 29 30 31 32 33 34 34 35 36 37 38 39 39  

35 25 26 27 28 29 29 30 31 32 33 33 34 35 36 37 38 38

34 25 25 26 27 28 29 29 30 31 32 33 33 34 35 36 37 37  

33 24 25 25 26 27 28 28 29 30 31 32 32 33 34 35 35 36

32 23 24 25 25 26 27 28 28 29 30 31 31 32 33 34 34 35

31 22 23 24 24 25 26 27 27 28 29 30 30 31 32 33 33 34

30 21 22 23 24 24 25 26 27 27 28 29 29 30 31 32 32 33

29 21 21 22 23 24 24 25 26 26 27 28 28 29 30 31 31 32

28 20 21 21 22 23 23 24 25 25 26 27 28 28 29 30 30 31

27 19 20 21 21 22 23 23 24 25 25 26 27 27 28 29 29 30

26 18 19 20 20 21 22 22 23 24 24 25 26 26 27 28 28 29

25 18 18 19 20 20 21 22 22 23 23 24 25 25 26 27 27 28

24 17 18 18 19 19 20 21 21 22 22 23 24 24 25 26 26 27

23 16 17 17 18 19 19 20 20 21 22 22 23 23 24 25 25 26

22 15 16 17 17 18 18 19 19 20 21 21 22 22 23 24 24 25

21 15 15 16 16 17 17 18 19 19 20 20 21 21 22 23 23 24

　ＷＢＧＴ値（暑さ指数）

　
(注１)　この図は、気温と湿度から簡易的にWBGT値を推定するために作成されたものであり、室内で
日射が無い状態（黒球温度が乾球温度と等しい。）を仮定しており、正確なWBGT値と異なる場合もあ
る。特に屋外においては輻射熱が大きいので注意が必要です。

(注２)　危険、厳重警戒等の分類は、日常生活における基準であって、労働の場における熱中症予防
の基準には必ずしもあてはまらないことに注意が必要であること。

 

・ＷＢＧＴ（Wet-bulb Globe Temperature）値とは

　 人体の熱収支に影響の大きい「湿度」、「輻射熱」、「気温」の３つを取り入れた指標で、乾球
温度、自然湿球温度、黒球温度 の値から算出する数値。

・ＷＢＧＴ値と気温、風速、相対湿度との関係

相対湿度（％）　（通常の湿度計で表される湿度）

気
温

(

℃

)

　

(

乾
球
温
度

)

WBGT値（暑さ指数）によ
る危険区分

 危　  険　31℃以上

 厳重警戒　28～31℃

 警　  戒　25～28℃

注　　 意　25℃未満 

７



参考資料

平成30年７月及び８月の各日の最高気温と熱中症の死傷者数

　平成30年7月及び８月の各日の最高気温（金沢気象台発表：最高気温は金沢の観測値）と熱中症
の死傷数をとりまとめました。
　７月は、特に、７月５～７日にかけて最高気温が22～23℃台で時期の割には気温の低い日が続
き、その後、最高気温が30℃を超え、7月10日には休業4日以上の３件を含む８件の熱中症が発生
しております。
　８月は、特に、お盆明けの８月21～23日にかけて休業４日以上の４件を含む17件の熱中症が発
生しております。なお、8月17日には最高気温が27℃台になっており、その後、最高気温は上昇
し、8月22日には最高気温が36.5℃になっております。
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平成30年７月の各日における最高気温と熱中症の発生件数

休業４日未満の死傷者数 休業４日以上の死傷者数 最高気温

赤枠で囲んだ

日は日曜日
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平成30年８月の各日における最高気温と熱中症の発生件数

休業４日未満の死傷者数 休業４日以上の死傷者数 最高気温






